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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第75期

第１四半期連結
累計期間

第76期
第１四半期連結
累計期間

第75期

会計期間

自平成31年
　４月１日
至令和元年
　６月30日

自令和２年
　４月１日
至令和２年
　６月30日

自平成31年
　４月１日
至令和２年
　３月31日

売上高 （千円） 13,917,378 14,879,467 61,951,868

経常利益 （千円） 550,135 349,311 3,207,280

親会社株主に帰属する

四半期(当期)純利益
（千円） 358,545 215,442 2,152,831

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 219,242 314,227 1,424,062

純資産額 （千円） 33,248,110 33,950,393 34,260,333

総資産額 （千円） 56,131,875 59,765,074 56,961,966

１株当たり四半期(当期)

純利益金額
（円） 56.98 34.68 343.92

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 58.4 56.0 59.3

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２　売上高には、消費税等は含まれていません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していま

せん。

 

２【事業の内容】

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

北野建設株式会社(E00175)

四半期報告書

 2/17



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　なお、新型コロナウイルス感染症の感染者数増加により、当社グループの「ゴルフ場事業」「ホテル事業」「広告

代理店事業」の３事業に影響が及んでいます。

　業績については、12ページ（セグメント情報等）をご確認ください。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

①経営成績等の状況の概要

　当第１四半期連結累計期間における当社グループ（当社及び連結子会社）の財政状態、経営成績（以下、「経営

成績等」という。）の状況の概要は次のとおりです。

なお、文中の将来に関する事項は、当第１四半期連結累計期間末において判断したものです。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

イ．財政状態

（資産の部）

　当第１四半期連結累計期間末における資産の残高は597億65百万円（前期末比4.9％増）となり、前連結会計年度

末に比べ28億３百万円の増加となりました。主な要因としましては、「現金及び預金」および「未成工事支出金」

の増加によるものです。

（負債の部）

　当第１四半期連結累計期間末における負債の残高は258億14百万円（前期末比13.7％増）となり、前連結会計年

度末に比べ31億13百万円の増加となりました。主な要因としましては、「未成工事受入金」の増加によるもので

す。

（純資産の部）

　当第１四半期連結累計期間末における純資産の残高は339億50百万円（前期末比0.9％減）となり、前連結会計年

度末に比べ３億９百万円の減少となりました。主な要因としましては、「利益剰余金」の減少によるものです。

 

ロ．経営成績

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、前期末から引き続き新型コロナウイルス感染症の影響を大き

く受けました。感染症拡大防止のために緊急事態宣言が４月７日に７都府県に発令され、その後４月16日に全都道

府県に拡大されました。緊急事態宣言自体は５月25日に全都道府県で解除となりましたが、その後も新型コロナウ

イルス感染症は収束には至らず、第２波襲来に対し予断の許されない状況が続いています。このコロナ禍により国

内外の経済活動は停滞を余儀なくされ、特に国内では観光業、サービス業、飲食業、小売業を中心に大きな打撃を

受けています。

　当社グループが主に事業を展開している建設業界におきましては、コロナ禍の影響は顕在化しておりませんが、

今後、先行きの不透明感によって企業の設備投資意欲が減退することが大きな懸念材料となっています。また、連

結子会社、特にホテル事業においては集客面においてコロナ禍の影響を直接的に被っており、厳しい経営環境と

なっています。

　かかる状況下におきまして、当社グループの当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高148億79百万円（前年

同四半期比6.9％増）、営業利益２億48百万円（前年同四半期比45.8％減）、経常利益３億49百万円（前年同四

半期比36.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益２億15百万円（前年同四半期比39.9％減）となりまし

た。

 

　セグメントの業績は次のとおりです。

 

①建設事業　　　　　　　当第１四半期連結累計期間における建設事業の業績につきましては、受注高は前年同四

半期と比べ38.2％増の186億60百万円、売上高は前年同四半期比10.7％増の144億４百万

円となり、セグメント利益については前年同四半期比0.4％減の４億56百万円となりま

した。

②ゴルフ場事業　　　　　ゴルフ場事業の業績につきましては、売上高は前年同四半期比50.2％減の38百万円とな

り、セグメント損失は17百万円となりました。（前年同四半期は９百万円のセグメント

利益）

③ホテル事業　　　　　　ホテル事業の業績につきましては、売上高は前年同四半期比58.6％減の２億９百万円と

なり、セグメント損失については前年同四半期比662.7％増の１億95百万円となりまし

た。

④広告代理店事業　　　　広告代理店事業の業績につきましては、売上高は前年同四半期比30.2％減の２億38百万

円となり、セグメント損失は２百万円となりました。（前年同四半期は７百万円のセグ

メント利益）
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(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、17百万円です。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（令和２年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（令和２年８月６日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,836,853 6,836,853
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 6,836,853 6,836,853 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

令和２年４月１日～

令和２年６月30日
－ 6,836,853 － 9,116,491 － －

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（令和２年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてい

ます。

①【発行済株式】

    令和２年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 624,400 － －

完全議決権株式（その他）（注） 普通株式 6,134,000 61,340 －

単元未満株式 普通株式 78,453 － －

発行済株式総数  6,836,853 － －

総株主の議決権  － 61,340 －

　（注）　完全議決権株式（その他）の中には、株主名簿上は当社名義になっていますが、実質的に所有していない株式

200株が含まれています。これらによる議決権２個は議決権の個数の計算から除いています。

 

②【自己株式等】

    令和２年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数
（株）

他人名義所有
株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）      

北野建設株式会社
長野市県町

524番地
624,400 － 624,400 9.13

計 － 624,400 － 624,400 9.13

　（注）　この他に株主名簿上は当社名義になっていますが、実質的に所有していない株数が200株（議決権２個）あり

ます。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しています。

 

２．監査証明について
　　　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（令和２年４月１日から令

和２年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（令和２年４月１日から令和２年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(令和２年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(令和２年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,425,800 10,812,684

受取手形・完成工事未収入金等 14,753,988 14,251,639

有価証券 24,006 －

販売用不動産 3,260,938 3,260,938

未成工事支出金 1,029,202 1,747,748

開発事業等支出金 67,326 67,326

その他のたな卸資産 59,913 57,690

その他 2,322,310 2,928,623

貸倒引当金 △33,451 △29,968

流動資産合計 30,910,035 33,096,681

固定資産   

有形固定資産   

土地 10,032,776 10,032,776

その他 19,511,217 19,931,117

減価償却累計額 △11,501,123 △11,514,861

有形固定資産合計 18,042,870 18,449,032

無形固定資産 233,611 221,774

投資その他の資産   

投資有価証券 5,534,260 5,710,117

長期貸付金 65,541 65,157

退職給付に係る資産 569,428 604,413

繰延税金資産 51,155 51,791

その他 1,588,912 1,599,225

貸倒引当金 △33,850 △33,120

投資その他の資産合計 7,775,448 7,997,585

固定資産合計 26,051,931 26,668,392

資産合計 56,961,966 59,765,074
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(令和２年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(令和２年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 12,979,922 12,336,290

未払法人税等 60,861 147,115

未成工事受入金 4,972,857 6,486,824

賞与引当金 284,253 517,710

その他の引当金 126,366 72,690

その他 1,226,305 3,167,514

流動負債合計 19,650,566 22,728,146

固定負債   

退職給付に係る負債 60,742 56,330

会員預託金 1,950,000 1,925,100

繰延税金負債 749,892 846,978

その他 290,430 258,125

固定負債合計 3,051,066 3,086,535

負債合計 22,701,632 25,814,681

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,116,491 9,116,491

資本剰余金 3,188,628 3,188,628

利益剰余金 22,201,151 21,795,351

自己株式 △1,918,211 △1,918,756

株主資本合計 32,588,060 32,181,715

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,132,882 1,258,832

繰延ヘッジ損益 △25,528 △577

為替換算調整勘定 166,083 137,953

退職給付に係る調整累計額 △91,238 △114,445

その他の包括利益累計額合計 1,182,198 1,281,762

非支配株主持分 490,074 486,915

純資産合計 34,260,333 33,950,393

負債純資産合計 56,961,966 59,765,074
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成31年４月１日
　至　令和元年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　令和２年４月１日
　至　令和２年６月30日)

売上高   

完成工事高 12,621,567 14,267,472

兼業事業売上高 1,295,810 611,995

売上高合計 13,917,378 14,879,467

売上原価   

完成工事原価 11,388,494 13,010,694

兼業事業売上原価 919,894 540,676

売上原価合計 12,308,389 13,551,371

売上総利益   

完成工事総利益 1,233,073 1,256,777

兼業事業総利益 375,916 71,318

売上総利益合計 1,608,989 1,328,095

販売費及び一般管理費 1,151,351 1,079,900

営業利益 457,637 248,195

営業外収益   

受取利息 3,912 4,239

受取配当金 79,994 84,698

会員権引取差額 14,992 15,745

その他 3,215 11,087

営業外収益合計 102,114 115,770

営業外費用   

支払利息 6,255 14,300

為替差損 886 －

その他 2,475 354

営業外費用合計 9,617 14,655

経常利益 550,135 349,311

特別損失   

固定資産処分損 202 0

特別損失合計 202 0

税金等調整前四半期純利益 549,932 349,311

法人税、住民税及び事業税 16,087 125,196

法人税等調整額 172,051 9,362

法人税等合計 188,139 134,559

四半期純利益 361,793 214,751

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
3,247 △691

親会社株主に帰属する四半期純利益 358,545 215,442
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成31年４月１日
　至　令和元年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　令和２年４月１日
　至　令和２年６月30日)

四半期純利益 361,793 214,751

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △129,727 125,965

繰延ヘッジ損益 － 24,951

為替換算調整勘定 △21,236 △28,233

退職給付に係る調整額 8,413 △23,207

その他の包括利益合計 △142,551 99,475

四半期包括利益 219,242 314,227

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 216,253 315,006

非支配株主に係る四半期包括利益 2,988 △779
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費は次のとおりです。

 

前第１四半期連結累計期間

（自 平成31年４月１日

至 令和元年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自 令和２年４月１日

至 令和２年６月30日）

減価償却費 155,592千円 170,621千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成31年４月１日　至　令和元年６月30日）

１．配当金支払額

 

 

 

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

令和元年６月21日

定時株主総会
普通株式 629,257 100.0  平成31年３月31日  令和元年６月24日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　令和２年４月１日　至　令和２年６月30日）

１．配当金支払額

 

 

 

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

令和２年６月26日

定時株主総会
普通株式 621,242 100.0  令和２年３月31日  令和２年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成31年４月１日　至令和元年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）１ 建設事業 ゴルフ場事業 ホテル事業
広告代理店

事業

売上高        

外部顧客への売上高 13,005,936 75,776 504,763 330,901 13,917,378 － 13,917,378

セグメント間の内部

売上高又は振替高
192 1,622 579 11,412 13,805 △13,805 －

計 13,006,128 77,398 505,342 342,313 13,931,184 △13,805 13,917,378

セグメント利益

又は損失（△）
458,587 9,824 △25,639 7,981 450,753 6,884 457,637

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額6,884千円は、全てセグメント間取引消去です。

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

当第１四半期連結累計期間（自令和２年４月１日　至令和２年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）１ 建設事業 ゴルフ場事業 ホテル事業
広告代理店

事業

売上高        

外部顧客への売上高 14,403,958 37,712 208,939 228,856 14,879,467 － 14,879,467

セグメント間の内部

売上高又は振替高
295 863 142 10,045 11,346 △11,346 －

計 14,404,253 38,576 209,082 238,901 14,890,814 △11,346 14,879,467

セグメント利益

又は損失（△）
456,738 △17,337 △195,564 △2,488 241,348 6,847 248,195

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額6,847千円は、全てセグメント間取引消去です。

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成31年４月１日
至　令和元年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　令和２年４月１日
至　令和２年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 56円98銭 34円68銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 358,545 215,442

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
358,545 215,442

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,292 6,212

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

 

【重要な後発事象】

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

令和２年８月５日

北野建設株式会社

取締役会　御中

 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

東京都中央区

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　禎

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 吉村仁士

 
監査人の結論
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北野株式会社の
令和２年４月１日から令和３年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（令和２年４月１日から令和２年
６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（令和２年４月１日から令和２年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸
表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北野建設株式会社及び連結子会社の令和２年６月30日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な
点において認められなかった。
 
監査人の結論の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ
た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責
任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し
ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入
手したと判断している。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続
企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期
連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー
手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され
る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と
認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど
うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において
四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が
適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人
の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業
として存続できなくなる可能性がある。
・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成
基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務
諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ
せる事項が認められないかどうかを評価する。
・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査
人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査
人の結論に対して責任を負う。
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監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な
発見事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並
びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するために
セーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。
 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管

しています。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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